～今からでも間に合う～ 2002年(平成14年)に向けてのアクション・プラン(II)
1. はじめに

  青少年を取り巻く環境の変化、とくに平成14年(2002年)度から始まる「学校週5日制全面実施」と「生活体験・自然体験が日本の子どもの心をはぐくむ」と題した生涯学習審議会の答申を受けて、家庭や地域社会での様々な体験活動の機会を子供たちに「意図的」・「計画的」に提供することに向けての「全国子どもプラン」<緊急3ヶ年施策>の実施が、昨年度から始まりました。

  これを受けて本連盟は、本年5月に開催された、平成12年度全国会議の際に、日本のボーイスカウト運動全体として、この変化に対応していくために「今からでも間に合う2002年(平成14年)に向けのアクション・プラン」を提示いたしました。

  本連盟は、昨年度に引き続いて重点目標としている<ひとりでも多くの青少年にスカウト活動を>の視点で、「学校週5日制の全面実施」と「全国子どもプラン」に対応する行動施策として、まず<組織外に向けて>のアクション・プランを行動に入っております。

すでに半年を経て、隊や団、地区、県連盟そして日本連盟の各組織において、組織外に向けてその施策に取り組まれていることが機関誌(スカウティング誌)などの広報媒体や各種の会議や会合においてその実施状況が報告されていることはすでにご承知のとおりであります。

この<組織外に向けて>と一対となる<組織内に向けて>のアクション・プランを検討し、併せて前述の<ひとりでも多くの青少年にスカウト活動を>を大きな目標として、隊や団をはじめそれぞれの組織において取り組むべき具体的な施策を提案することになりました。

  ここに提示しましたアクション・プランについては、隊や団、地区、県連盟の各組織等で、すでに多くのことに取り組まれていることと推察いたしておりますが、この際にスカウト教育の中核となるスカウトへの適切なプログラムの提供や、その展開、そして保護者を含めた大人の役割の確認と遂行、また組織や運営の活性化など幅広い視野に立って、2002年を目前としたこの時期に自己点検、自己評価を含めてのアクション・プランに取り組むことが必要ではないかと考えました。

  これらのアクション・プランは<ひとりでも多くの青少年にスカウト活動を>の視点に立つものであり、この運動に関わる全ての大人に関心を持っていただき積極的に取り組むことが期待されています。

全体的には、ごく当然なことが多く提示されていますが、いま実際には取り組まれていない事項もあるのではないかと考えられます。

  この機会に、よりよきスカウト運動を展開するために改めて組織内の様々なことに目を向けて行くことが大切であると考えます。

  これらのアクション・プランを隊や団、地区、そして県連盟や日本連盟が取り組むに当たっては、取り組みの優先順位を定めたり、1年度目の2001年や2年度目の2002年に、それぞれの年度における施策の実施状況等についての評価が出来るような工夫をして、取り組みを進めることも必要ではないかと思います。

  ひとりでも多くの青少年が、このスカウト活動に参加できるよう、また、新しい世紀に向けて世界が取り組んでいる「スカウト運動の使命」が日本で活かされるよう、21世紀に向けて更なるスカウト運動の推進がはかれるよう、このアクション・プランをそれぞれの組織が、そしてその核となっている一人ひとりの指導者が取り組まれるよう切望いたします。

平成12年11月1日 学校週5日制検討会議

2. アクション・プラン

I. 団(隊)の取り組み

A. 隊の取り組み


(
1. スカウトに向けて

1

定期的に班(組)や隊の集会や活動をする

2

休みがちなスカウトにタイミング良く連絡をとり、相談にのる

3

進級バッチ等をきちんとタイミング良く伝達する

4

海外派遣等のBS情報をきちんと伝える

5

ジャンボリー、ラリー、地区行事、海外派遣等の各種行事へ積極的に参加する

6

積極的に班キャンプを行う

7

日々の善行に心がける

8

ちかい・やくそく、おきて・さだめの意味を正しく知り、実践する

9

進級や進歩課目に進んで挑戦する

10

班や組で、みんなのやりたいことを出し合い、隊長に伝える

11

集会や活動には、家から制服を着て参加する

12

班の仲間との活動を大切にする


(
2. 保護者に向けて

1

スカウト運動の趣旨をわかり易く繰り返し伝える

2

定期的に保護者会を開催する

3

団・隊報(お知らせ)を毎月発行する

4

保護者代表の団委員を選出する(各隊より)

5

ジャンボリー等各種行事の見学会を開催する

6

学校や担任に話し、スカウト活動を正しく理解してもらう

7

隊指導者と連絡を取り、活動に側面的な協力をする

8

自分の特技などを隊指導者に知らせて、隊集会プログラムや特修章取得に協力する

9

スカウトの予定と家庭の予定等を調整し、スカウト活動に参加しやすい環境をつくる

10

入隊、上進、進級などの式典への参加を強く求める

11

指導者講習会への参加を呼びかける

12

団行事への参加や手伝いをお願いする

13

学校のPTA等の役員や、地域での役員になることを勧める


(
3. 隊長(指導者)に向けて

1

一人ひとりのスカウトについてよく知る

2

一人ひとりのスカウトのニーズを受け止める

3

グリンバーの活用をいつも心がける

4

定期的に隊指導者会議、保護者会を開催する

5

班制度・進歩制度を活用する

6

魅力的な冒険等、大きな達成感のあるプログラムを展開する

7

スカウト一人ひとりの個人記録・進歩記録表を作成する

8

他隊との交流及び連携を深める

9

海外派遣、ジャンボリー等の情報をきちんと伝え、スカウトの目標にさせる

10

子たちの置かれている社会環境や、少年非行・犯罪等の現代の問題を把握しておく

11

休みがちなスカウトにタイミング良く連絡をとり、相談にのる

12

“やめたい”というスカウトと保護者について、丁寧に相談にのる

13

定期的に班集会、隊集会、グリンバー訓練等を行う

14

スカウトのニーズを団会議に反映する

15

隊報(隊のお知らせ)を定期的に発行する

16

スカウトの学校での行動・活動、学校の予定、地域行事、塾等の事情及び家庭環境(兄弟・健康状況)等の個人情報を把握する

17

保護者の特技等を良く調査しておき、隊集会等で協力してもらう

18

隊指導者の出来ないことは、団委員や外部から支援してもらう

19

プログラムの展開やスカウトの指導において、指導者間の役務分担を明確にする

20

出来るだけ多くの人材を活用するよう心がけ、日頃から人材に関する情報を収集する

21

最低限WB研修所の当該課程を修了する

22

地区の円卓会議・定型外訓練等に参加する

23

地区・県連行事、ジャンボリー等に参加する

24

指導者の都合や対面を優先せず、スカウトを中心に据えて活動する

25

危機管理や緊急時の対応を確立する

26

次の隊長や副長を養成する

27

常に会計を整え、定期的に団会議等に報告する

28

傷害保険等を整備する

29

上級隊の見学や合同活動を行い、スカウトに上進意欲が湧くよう計画する

30

常にB-Pの精神や教育方法について学び、スカウトに反映する

31

世界のスカウト運動の動向に関心をもつ

32

スカウトの学校や担任と連携をもつ

33

機関誌(スカウティング誌)を購読し、最新の情報を共有する

B. 団の取り組み


(
1. スカウトに向けて

1

他の青少年が参加出来るオープンプログラムを計画的に実施する

2

団のスカウトが全員参加してのプログラムを行う

3

スカウトの個人記録や進歩記録を常に整理し、整備する

4

面接会を開催する

5

加盟登録の状況を整理する

6

団の広報を毎月発行し、公的機関・コンビニ・スーパーなどに置かせてもらい、イベント等の広報活動を行う

7

海外派遣等大きなプロジェクトに参加するスカウトのために、財政的支援を行う


(
2. 保護者に向けて

1

定期的に団としての保護者会を開催する

2

保護者の特技・技能を把握し、活用する

3

プログラム内容に応じて、保護者へ協力依頼をする

4

予算・決算等の会計事務を明確にする

5

団報(団のお知らせ)を定期的に配布する

6

スカウト運動への正しい理解を深める

7

学校のPTA等の役員になるようにはかる

8

地域での役員となるようにはかる


(
3. 団委員長に向けて

1

団運営研修所を修了する

2

各隊長との報告・連絡等の連携を常に深める

3

団会議の議長の役務を果たす

4

地域社会との連携を深める(信頼を得る)

5

学校や行政または、他団体との連携を深める

6

教育関係の動向について関心をもつ

7

各隊指導者と各団委員との連携を深めるためのプログラムを行う

8

スカウト人口の確保に努める

9

定期的に団委員会・団会議を開催する

10

各隊の隊集会に参加して、スカウトを奨励する

11

スカウトの募金や加盟登録に責任を持つ

12

外部の人材の発掘や保護者への協力に責任を持つ

13

スカウトの進級の面接会を行う

14

常にB-Pの精神や教育方法が適切に実施されているか確認する


(
4. 団委員会に向けて

1

定期的に団委員会を開催する

2

団委員の役務分担を明確にし、積極的に活動する(必要な人数を選任する)

3

スカウト運動の主旨の普及に努める

4

指導者の発掘・養成・確保等に責任を持つ

5

傷害保険に加入し、スカウト・指導者の安全管理に努め、緊急時の対応を明確にする

6

野外活動や集会の場所の確保を図る

7

スムーズな加盟登録事務をする(入退団管理をきちんとする)

8

団の財産・資産を管理するとともに、運用を行い、財政を確保する

9

金銭に対する徴収、出納の専任団委員を置く

10

各隊の集会等を見学し、その活動に協力するとともに、スカウトの募集等を行う

11

団委員会の場所が確保されている

12

女性の団委員の登用を促進する

13

地域に支援してもらえる人材を集め、必要に応じて協力してもらう

14

育成会との連携を密にし、スカウト運動の普及に努める

15

子どもを取り巻く社会情勢や教育事情等の情報を収集し、団会議等に反映させる

16

定期的な学校訪問等を通じ、ボーイスカウト運動への理解を図る

17

他団体や地域との連携を取り、友好関係を保つ


(
5. 団会議に向けて

1

定期的に団会議を開催する

2

各隊の連絡調整がきちんと図られている

3

団委員長が議長をする

4

各隊の相互協力の場としても活用している

5

スカウトの上進が円滑に行われるように取り組んでいる

6

指導者養成の場としても活用している

7

団会議の場が確保されている

8

団内指導者の和を保ち、各隊間の調整を行う

9

地区・県連・日連の情報を各隊、必要に応じ保護者等に確実に知らせる


(
6. 育成会に向けて

1

定期的に育成会員に向けた会合を開催する

2

育成会会計の事務処理が適切に行われている

3

活動に必要な財源を確保する

4

育成会会員の補充に常に努める


(
7. 指導者の確保と養成に向けて

1

スカウトの年齢に近い若い指導者を確保する

2

計画的に指導者を研修に参加させる

3

団会議等の活用を図り、指導者の養成をする

4

地域社会・他団体との連携を深め、指導者を確保する

5

地域社会より信頼される指導者を育てる

6

インストラクターの活用を積極的にすすめる

7

団において外部等から講師を呼び、全般的な学習をする

【参考】 スカウト運動の使命声明 （第35回世界スカウト会議）

スカウトの使命は
スカウトのちかいとおきてに基づいた価値観を醸成する教育体系を通して、人々が個人としての資質を発揮し、社会において積極的な役割を果たすことが出来る、より良き世界を築くことに役立つよう、青少年の教育に貢献することであります。
この使命は...
· 青少年をその成長段階にある期間を通じて、ノン・フォーマル教育課程に関与させること
· 青少年が自己を信頼でき、協力的で、責任感があり、明確な態度をもった人間として成長するにあたって、ひとりひとりを重要な役割をもつ者に育て得る特有の方法を用いること
· スカウトの「ちかい」と「おきて」に示されている、精神的、社会的、かつ個人的な原則に基づいた価値観を醸成する体系を確立するよう青少年を支援すること

によって達成されます。
(註)

フォーマル教育

学校・大学等での教育
インフォーマル教育
家庭やメディア・取り巻く環境による教育
ノン・フォーマル教育
例えばスカウト運動のようなボランティア教育運動・団体による教育

II. 地区の取り組み


(
1. 地区協議会に向けて

1

定期的に地区協議会を開催する

2

地区役員の構成に偏りが無いようにする(特定な団に集中しないよう等)

3

各団委員会・各隊長の出席しやすい日程等で開催する

4

地区会計を明確にする

5

地区登録事務を団まかせにしない

6

計画的な地区行事の取り組みをしている

7

地区広報を定期的に発行する

8

進歩バッジ等の伝達をきちんと行う

9

地区単位のオープンイベントを企画し、広報して参加を呼びかける

10

団委員長会議を定期的に開催するなど、団委員長への情報を提供する

11

必要に応じ団や隊を支援する協力体制をとる

12

スカウト募集活動をバックアップするような活動をする

13

各隊・団活動の年間プログラム等の概要を把握している

14

地区内の各種団体との交流・連携に心がける

15

地区内の学校の状況を把握し、各団へ情報を提供する

16

地区の意見や情報を県連の理事会等で反映させる

17

常にボーイスカウト運動の将来を考え、現在出来ることを策定し、実施する

18

スカウトを中心に据え、スカウトの夢を実現する

19

常にB-Pの精神や教育方法を確認し、普及に努める

20

行政との関わりを深く持つ


(
2. 地区委員会に向けて

1

定期的に地区委員会を開催する

2

名前や名目だけの地区役員がいないようにする

3

地区行事等の執行期間としての機能を整備する

4

県連と地区とのパイプ役として委員会の機能を充実する

5

スカウト運動のPR活動の方策を立てる

6

スカウト人口の増加に向けて努める

7

日本や世界のスカウト運動の動向に関心を持ち、注目する


(
3. 各種委員会に向けて

1

地区の状況に合った委員会の設置とその運営が行われている

2

委員の人数や選出が団や隊に影響を及ぼしていないか、常時チェックする

3

日連・県連の情報を適切に反映する

4

各委員会が縦割りとならないよう、スカウトを中心とした企画調整をはかる

5

各委員会ごとの行事の調整を図っている


(
4. 地区役員に向けて

1

地区役員(特に地区委員長、地区コミッショナー)の就任により、団や隊の役務についての配慮をする

2

地区役員の構成に団や年齢、男女の偏りがないようにする

3

日本連盟・県連盟の方針を地区内の活動に生かしている

4

地区役員が固定しないよう、適切な時期に交代する

5

地区役員としてのリーダーシップをとっている

6

名目だけの地区役員となっていない

7

女性の役員の登用を促進する

8

役務を果たしていくために、必要なことについては常に研修する

